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「眠りから覚めるべき時」ローマ人への手紙１３章８節～１４節 

「あなたがたが眠りからさめるべき時刻がもう来ています。というのは、私たちが

信じたころよりも、今は救いが私たちにもっと近づいているからです。夜はふけ

て、昼が近づきました。ですから、私たちは、やみのわざを打ち捨てて、光の武具

を着けようではありませんか。」   ローマ人への手紙１３章１１節～１２節 

今 日 の メ ッ セ ー ジ 要 旨 
  

○使徒パウロがキリスト者の社会生活について語っています。冒頭で「だれに対しても、

何の借りもあってはいけません」と言っているのは、その後の「ただし、互いに愛し合

うことは別ですよ」ということを言いたかったからでしょう。パウロは「愛を基として

生活するよう」勧めているのです。ここでの愛は、ギリシャ語のアガペー（神様の愛、

永遠に続く愛、無条件の愛）、フィレオー（友情、信頼、絆）、ストルゲー（親子の愛、家

族愛）、そしてエロス（男女の愛、恋愛）の内、アガペーを指しています。パウロは神様

の愛に倣って、他の人を愛していけば、律法を全うできると語っているのです。 

○このように、「姦淫するな、殺すな、盗むな、むさぼるな。また他にどんな戒めがあろ

うとも、お互いに隣人として愛を実践していくならば、律法を全うしたことになる」と

いう考え方は、パウロが最初ではありません。実は、律法の中心的な精神を重んじると

いう考え方は、パリサイ派の長老ヒレルが率いるグループにも見られました。他方、長

老シャンマイに率いられた人々は律法の一点一画を守ることに厳格で、イエス様とこと

ごとくぶつかったのでした。もちろんイエス様も、パウロと同じ考えです。 

○１２節以下に「夜はふけて、昼が近づいた」とあります。今あなたのいる場所がどん

なに暗くても、必ず夜は更け、昼が近づいてくる。明けない夜はないのです。このあと

続く聖句は、古代西洋最大の教父と言われた聖アウグスチヌスを回心に導いた聖句とし

て知られています。彼は若い頃、放蕩に身を持ち崩し、母を泣かせ、妻を泣かせ、子を

泣かせて、多くの人を傷つける生活をくり返しました。しかし、ミラノの司教アンブロ

シウスと出会い、その教えを聞いて、自分の罪に気づきはじめます。悪い眠りから覚め

るべき時が近づいていました。そんな折、庭園を歩く彼に「取って読め、取って読め」

という子どもの歌声のような声が聞こえてきたといいます。そして、手元にあった聖書

を取って開いたところ、「夜は更けて昼が近づきました。ですから、私たちは、やみの

わざを打ち捨てて、光の武具を着けようではありませんか。遊興、酩酊、淫乱、好色、

争い、ねたみの生活ではなく、昼間らしい、正しい生き方をしようではありませんか。

主イエス・キリストを着なさい。肉の欲のために心を用いてはいけません」という言葉

が飛び込んできたのです。主イエス・キリストを着なさいという御言葉通り、彼はあり

のままの自分をイエス様に委ねて３８７年のイースターに家族そろって受洗しました。

母モニカの長年の祈りが聞かれ、アウグスチヌスは第２の人生へと踏み出したのです。

御言葉にはこのように人を変える力があるのです。私たちにも忘れられない聖句がある

筈ですね。「あなたがたが眠りからさめるべき時刻がもう来ています。というのは、私

たちが信じたころよりも、今は救いが私たちにもっと近づいているからです」。アドベ

ントにふさわしいこの御言葉を心にとどめ、今週の歩みを始めようではありませんか。           

  

デボーション（お言葉と祈りに生かされましょう） 
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マタイ  ２１： １～ ９ 

ローマ  １３：１１～１４ 

ヘブル  １０：１９～２５ 

イザヤ   ９： １～ ６ 

ミカ    ５： １～ ４ 

ルカ    １：６７～７９ 

マタイ   ３： ７～１１ 

マタイ  １３：５３～５８ 
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①教会創立３８周年を迎える姫路あけぼの教会の前途が祝されますように。 

②教会員一人一人の健康が守られ、歩みが祝されますように。 

③山崎 康延兄の霊肉の健康と歩みの上に祝福がありますように。 

④広畑教会（姫路市）と（楢木進一師）のお働きの上に祝福がありますように。 

⑤今週の記念日の兄姉方の霊肉の健康と聖霊の満たしを。 

今 
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誕 生 日  ３日 杉崎 幸子 姉 

受洗記念日  ６日 中島 一栄 姉 

結婚記念日 

召天記念日  ４日 江本 光代 さん ２０１９年 
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１．本日の待降節（アドベント）第１主日礼拝に地区協力伝道として仲森文穏牧師が

ご出席くださり幸いなメッセージを取次いで戴き、感謝致します。クリスマス礼拝

は１２月２２日（日）です。主のご降誕を感謝し、祈りつつ待ちましょう。 

２．特別礼拝 １５日(日) 午前１０時 仲森文穏先生 説教題「主は近い」（ピリピ

人への手紙４章４～７節）。楽しみにして待ち望みましょう。 

３．降誕祭礼拝・祝会 ２４日(日)午前１０時 礼拝の際、洗礼式をと願っておりま

す。受洗希望者は牧師までお申し出ください。クリスマス献金を献げましょう。 

４． １２月に入り寒くなりました。新型コロナの感染も増加しています。インフル

エンザにも気をつけ、健康に留意して体温測定、手洗いの励行、マスクを着用して

礼拝に出席しましょう。ご高齢の方々、病気の方々のため祈りましょう。 

牧会短信 待降節とは？ 本日より「待降節（アドベント）」に入ります。また本日

は教会歴の一年の歩みの初めでもあります。この期間は主の降誕祭（クリスマス）を

迎える準備の時です。それと共に再臨の主を迎える準備の時でもあります。毎日、賛

美をもって主に近づき、アドヴェントカレンダーを参考にして聖書を読み、お言葉を

味わい、主に祈りましょう。また定期集会に励み、主の御降誕の意義を味わいましょ

う。更に、心の王座に主をお迎えし、お互いに新しくしていただきたいものです。 

先週の主日、当教会創立３８年記念日に感謝祭・賛美礼拝を守り、池内知子姉(姫路

教会信徒)と仲森文穏牧師を地区協力伝道としてお招きし、賛美と証・メッセージを通

して励まされ、新しい出発をすることが出来幸いでした。救霊のために励みましょう。 

今週の牧師の予定 ５日 ロングライフクイーンズ塩屋「ナルドの集い」クリスマス 

先週の出席 礼拝１１名、愛餐会１１名、子ども教会２＋６名 


